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四国電力送配電株式会社 

 

四国地域におけるＧＸ関連産業の立地整備を図るための新組織の設置について 

 

当社は、四国地域へのＧＸ（グリーントランスフォーメーション）関連産業の立地に

向けた電力インフラ整備や系統接続への対応を強化し、四国全体の持続的な成長に貢献

するため、本年７月１日付で送変電部内に「ＧＸ立地整備推進室」を設置いたします。 

近年、国においては、脱炭素と経済成長の同時実現に向けた各種施策が進められる中、

データセンターをはじめとする大規模需要の地方分散や、電力・通信インフラの一体的

な整備の重要性が高まっています。また、生成ＡＩの普及等を背景に、デジタル基盤を

支える電力需要は今後も拡大が見込まれており、当社をはじめとした一般送配電事業者

には、これらの動きに対し的確かつ迅速に対応することが求められています。 

四国においても、こうしたＧＸ関連産業の立地は、新たな電力需要の創出に加え、   

地域産業の高度化や雇用機会の創出など、各地域の特性に応じた多様な波及効果が期待

されます。 

新たに設置する「ＧＸ立地整備推進室」は、こうした動きに対応する専門組織として、

ＧＸ関連産業の立地に係る電力インフラ整備および系統接続対応を推進するとともに、

自治体・国・事業者との連携を強化してまいります。また、中立性・公平性を確保しな

がら、検討初期段階からの円滑なコミュニケーションや、機動的かつ丁寧な対応を実現

し、四国におけるＧＸ関連産業の立地を電力インフラの面から支えてまいります。 

当社は、今後とも、安定供給という使命を果たすとともに、脱炭素社会の実現および

四国地域の持続的な発展に貢献してまいります。 

 

 

＜組織整備の概要＞ 

 名  称：ＧＸ立地整備推進室 

 設 置 日：２０２６年７月１日 

  主な役割：ＧＸ関連産業の四国地域への立地に向けた電力インフラ整備・ 
系統接続対応および自治体・国・事業者との連携の推進 

 

以 上 


